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敵おの書類保存庫に鞭食っているタチの惡い生物の避治をはじめた。まず衛生*匿藥班 
で飼っている一座の黑い火サソリを使っで審類中の馬お類を刺し殺させるとともに， 
書類保を庫に弓ようよしでいる虫類はもちろん，叢要養徽や銀巧绣を食い荒らすネズミ 
どもを退治せよとの命令までがた」と{がていた。原文を見ないけれどもサソリ関係のこ 
とは r 刺し殺させるとともに J で終るのでもろ弓〇これは面白V、乃法でもるけれどもこの 
槪騷なサソリをどのように愧用するのか？放せば逃げられるし，うつかりすればこち 
らが刺されるしどの程度に馴らしたのか説明が無いのは何とも残念。 r 黑い大サソリ J 
とい弓のは恐らく大里サソリ Pandinus imperaior (C. L. Koch) のことであろう。こ 
れはが〜20 cm にもをぷ現世最大のサツリといわれる。すふは最近本穂のほぼ突大に猶 
かれた見事な原色図を見た （Endeavour Vol. XII, No. 46 Apr., 1953)〇離鬚の下攀 
部と讓獲を徐けばを体體綠鹽毎で，生きたのは定めでボ気味であるに違いない。 
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列車の運轉を奴 f 害するヤステ、、 

1953年10巧11日の禪日薪聞と読売新聞に，小海線で久しぶりにヤスデの大群が 
列車を城害したことに関する記事を見っけた。そり巧読売新聞のか（全文）を次に媽げ 
る。 

「十日午前一傳ごろ巧信県境の髙原鉄道下り-凡一六貨物列車が甲藥大泉駅附近にさ 
しかわったところ突が率輸が空転して列車は立往生。附近に靜機する"やずで''（長さ 
二寸，幅五みぐらい，"むかで，’に似ている）の大群がレ-ルの上にいるのを列車が 
挪しっぶしたためその脂で率輸がすべったもの。苹輪を大掃除，か二み擢れでやっとが 
発したちのの再び大群におそわれ引き返し遂に運転中化となつた。歐員が做まうきで描 
いたが追いきれず消壽班がが動， DDT で退治しでいる。同髙原ではこの豆がヤング共 
におそわれ列苹のな往生はずでに数圃，「保線班員に DDT を持たせたらどうか」と巧 
策を研究している（日巧雞)」 
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旣に御承:知の通り八木沼權夫巧その他大阪方面を注の方々の肝入りで膊年本会の関晒 
ま部が雜お致しました0關西ま部の設立には会就評議眞を位など何れも御異議なかっ 
たのであわまず。文献溜動は本鄰より遙かに盛で旣に騰葛巧刷の ATYPUS を第1号 
から難4号まで，又活版印刷の Ara 沈 nological News を錐1号だけ做こ送つており 



